
1東轡督堅」り町封罫苫梶糊猶
絵画のように.音楽のように。人は触(さわ)つて感動できるか
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髪をなでられると、なんだか安心します。手を握り合うと、心

が通じた気がします。つまり、髪や手のひらで感じる触覚が、人

の心に影響しているということです。「人間コミュニケーション」と

は、人と人が仲良くなるための研究。梶本准教授の研究室で

は、その根源的な要素として
“
触覚
"を
テーマにしています。

視覚障害者支援のための「触覚デイスプレイJは、社会的に

も注目されている研究です。梶本研では、日の不自由な人が、

触覚を利用して日の前の障害物を認識する装置を開発し

ています。サングラスに付けたカメラで撮影した画像を解析

し、障害物の形を額の皮膚に提示します。額に並べた数百

個もの電極から電流を流し、一種の「感電」によって触覚を生

み出します。感電というと危険なイメージがありますが、高度な

制御によってまるでなにかに押されているような感党を実現し

ています。

いま特に力を入れているのは、超高品質な触覚提示、および

触党コンテンツの開発です。視覚には絵画や映像、聴党には

音楽などのコンテンツがありますよね。例えば音楽は、ある波

形・周波数の音を規則的に重ねることで和音を作り、それを時

間軸に冷って構成することで人の感情を揺らします。こんなこ

とが触覚でもできないかと考えているのです。

触覚はまだ分かっていないことばかり。梶本研では人間の

機能解明と応用を両輪として、触 (さわ)って感動する体験を

創り出そうとしています。

感性的な幽覚コミュニケーションの実現に向けて こllまでに

ない超高品質な触覚提示の研究を行つています。装置を持つ

と まるで手の中に生き物がいるような感じがします。
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触覚ディスプレイ

視覚障害者用のシステムを門発してしほす こ=|と を弓いるこ

とで数百点の触党提示を実寝しています,電気|」 による殺寛提

示システムとしてはせ昇最=の こつてす

200フ 年は、有志の学生が「国際学生対抗VRコ ンテストJに参カロ

し
｀
虫が這う感触 を再現するグローフ「虫How?」 を発表して総

合優勝。フランスで行われたV日の祭典「L3Va VirtuaUに 招待さ

れました。2008年 3月にはロサンゼ)レスで開催されるCOと イン

タラクティブシステムの学会3 0GRAPHで 発表し、NHKデ ジタ

リレスタジアムでも紹介される予定です。

触覚コンテンツ


